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会津若松市総合計画審議会 委嘱状交付式及び第１回審議会 議事録 

 

日 時  令和７年 10月 28 日(火) 午後１時 30 分～午後３時 30 分 

会 場  会津若松市役所本庁舎１階 市民ホール・正庁 

出席者  会津若松市総合計画審議会委員 14 名（16 名のうち２名欠席） 

     会津若松市長 

     事務局（企画政策部長、企画政策部副部長、企画政策部副部長兼企画調 

整課長、企画調整課員３名） 

総合計画策定支援業務受託事業者（株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 

経営研究所３名） 

内 容  下記のとおり 

 

 

1. 開会 

2. 委嘱状交付 

3. 市長あいさつ 

発言者 内容 

司会（企画調

整課長） 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津若松市長よりごあいさつを申し上げます。 

 

 

ご出席の皆様におかれましては、お忙しい中、ご参集を賜り、誠

にありがとうございます。会津若松市総合計画審議会委嘱状交付式

及び第１回審議会の開催にあたり、ご挨拶申し上げます。 

さて、本市では現在、平成 29 年に策定した「第７次総合計画」に

基づき、「ともに歩み、ともに創る「温故創しん」会津若松」という

基本理念のもと、さまざまな施策に取り組んでいるところでござい

ます。この間、人口減少や人手不足に加え、新型コロナウイルス感

染症の世界的流行や物価の高騰が市民生活や地域経済に大きな影響

を与えてきました。また、デジタルトランスフォーメーションの進

展、脱炭素・循環型社会実現に向けた機運の高まり、働き方改革、

ダイバーシティなど、社会のあり方や人々の価値観、ライフスタイ

ルなども大きく変化しつつあります。 

本市が直面するこうした状況の中、子どもから高齢者、障がいを

お持ちの方を含め、誰もが幸せに暮らしていけるまちを築き、次の

世代へ引き継いでいくためには、本市の歴史、文化、自然、産業、

地域資源等を改めて見つめ直すことが必要となります。また、社会
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司会（企画調

整課長） 

経済情勢の変化や、価値観、ライフスタイルの多様化などに的確に

対応したまちづくりを進めていくことが重要であると考えておりま

す。 

こうした観点から、本市では、令和９年度からの 10 年間の市政運

営の指針として、新たな総合計画の策定を進めているところであり

ます。   

このたび、会津若松市総合計画審議会条例に基づき、本審議会を

設置し、皆様を委員に委嘱させていただきました。委員の皆様にお

かれましては、昨年度からお聴きしてきた市民の皆様の様々なご意

見や提案などを踏まえ、本市を取り巻く社会経済情勢の変化や、少

子化や人口減少をはじめ、本市が直面するはじめとする諸課題を勘

案しながら、それぞれのご経験やご見識、お立場から、新たな時代

にふさわしく、市民の皆様が身近に感じられる総合計画の策定に向

け、活発なご意見をいただきながら審議会を進めて参りたいと考え

ております。 

結びに、公私ともにお忙しい中、今後、長期間にわたりご苦労を

おかけするところではありますが、市民一人ひとりが幸せを実感で

きる会津若松市をつくり、次の世代に引き継いでいくため、改めて

ご協力をお願いするとともに、本日ご臨席の皆様の益々のご活躍と

ご健勝を心より祈念申し上げ、挨拶といたします。 

 

ありがとうございました。 

 

4. 正副会長選出 

発言者 内容 

司会（企画調

整課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の出席者数について報告いたします。 

委員 16 名中 14 名が出席されておりますので、総合計画審議会

条例第６条第２項の規定に基づき、本日の会議は成立しております

ことをご報告いたします。 

次に、正副会長の選出に入ります。 

総合計画審議会条例第５条第１項の規定に基づき、当審議会の会

長及び副会長を、委員の互選により決定していただきます。 

会長及び副会長についてご推薦等はございますでしょうか。 

 

 （参加委員より「事務局一任」との発言） 
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司会（企画調

整課長） 

 

 

 

 

司会（企画調

整課長） 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

事務局より提案させていただきたいと存じます。 

事務局案といたしまして、会長は、岩崎委員、副会長は、澁川委

員にお願いしたいと存じますが、いかがでしょうか。 

 

（参加委員より「意義なし」との発言） 

 

ありがとうございます。それでは、総合計画審議会条例第５条第

１項に基づき、会長は岩崎委員、副会長は澁川委員に決定いたしま

した。 

岩崎会長、澁川副会長におかれましては、会場奥の正副会長席に

ご移動をお願いいたします。 

 ここで、会長、副会長から、簡単に一言ずつ、ごあいさつを頂戴

したいとと存じます。 

 

こんにちは。福島大学行政政策学類の岩崎でございます。専門は

過疎、中山間地域問題です。専門が専門なだけに、会津地方でいう

と湯川村などに携わって参りました。会津若松市に携わるのは、今

回が初めてですが、市民参加によるまちづくりに熱心に取り組んで

いる印象を持っています。新しい総合計画の策定に携わらせていた

だくことは、大変光栄に思います。総合計画はどの市町村も同じと

いう風に思われがちですが、いかに会津若松市ならではの個性や魅

力を盛り込んでいけるかというのは、委員の皆様のご意見にかかっ

ていると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

こんにちは。商工会議所会頭の澁川でございます。私は、地域経

済団体の見地から意見を述べさせていただきたいと思っておりま

す。総合計画は、10 年間を見通す必要がある。私は、現行計画の審

議会にも参加させていただいていましたが、次期計画についても一

生懸命取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

5. 諮問 

発言者 内容 

司会（企画調

整課長） 

それでは、総合計画審議会条例第２条に基づき、市長より諮問申

し上げます。 
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市長 

 

 

 

 

 

司会（企画調

整課長） 

 

 

会長、副会長はご起立いただき、正副会長席の後ろにございます

「会津塗バックボード」の前、向かって右側にお立ちください。 

 

それでは読み上げて諮問させていただきます。７企第 930 号令和

７年 10月 28 日会津若松市総合計画審議会長様、会津若松市総合計

画について（諮問）、会津若松市総合計画審議会条例第２条の規定に

基づき、下記について貴審議会の意見を求めます。記、１会津若松

市総合計画。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

会長、正副会長、市長はお席にお戻りください。 

各委員の方々には、只今市長から会長にお渡しした諮問書の写し

を配付させていただきます。 

なお、市長につきましてはこの後、別用務のため、議事の途中で

退席させていただきますので、あらかじめご了承ください。 

 

6. 議事 

(1)会津若松市総合計画審議会について 

(2)会津若松市総合計画について 

(3)次期総合計画の策定に向けたこれまでの取組状況と今後の予定について 

(4)その他 

発言者 質疑内容等 

○会長 

 

 

●事務局 

 

○会長 

 

 

 

○会長 

 

 

 

●事務局 

議事(1)会津若松市総合計画審議会について事務局の方からご説明

を求めたいと思います。 

 

(資料に基づき内容を説明) 

 

ありがとうございました。ただいま、事務局から資料についての

説明がございましたが、委員の方からご質問、ご意見などあれば、

ご発言いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

特にないようですので、それでは先に進めさせていただきます。

(2)会津若松市総合計画について事務局の方からご説明を求めたいと

思います。 

 

(資料に基づき内容を説明) 
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○会長 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

 

 

○委員 

 

●事務局 

 

 

 

●市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○委員 

 

 

ありがとうございました。ただいま、事務局から資料についての

説明がございましたが、委員の方からご質問、ご意見などあれば、

ご発言いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

防災関係ですが、この 10 年での進捗はいかがでしょうか。自主防

災組織は当市 500 地区のうち 20 地区程度のみとなっており、組織率

は５から６％と低くなっています。他の自治体では 100％に近いと

ころもあると認識しています。他の自治体に比べるとかなり進んで

いないようですが、それはなぜですか。 

 

ご認識のとおり、進んでいない取組みもあります。今後の審議会

の中で、まさにこういった点について、どのように改善していけば

よいかをご提案をいただきたいと思っています。なお、取り組みの

現状は別の部署が所管しており、申し訳ございませんが、本日はご

回答できない状況です。 

 

もう少し積極的に行政からも指導があった方がいいと思います。 

 

現在、町内会等の役員のなり手が不足しています。子ども会など

も同様です。人口減少を踏まえながら、併せて考えていきたいと思

います 

 

南海トラフの懸念がある地域は、ある程度被害を想定されていま

す。一方、本市では災害への危機感の高まりがないなど、当地が災

害の少ない地域であることも影響していると思います。ましてや、

当地には津波は来ません。本市には会津盆地西縁・東縁断層帯があ

るものの、東縁断層帯の影響による大地震の発生は数千年に１度と

いわれています。そのため西縁断層帯に起因する地震を想定して、

各種防災の取り組みをやらせていただいています。今回、東山地域

にて足元の暗い中、避難訓練も実施しています。地域活動の担い手

確保もままならない中、新たに組織を作ると大変であり、すでにあ

る町内会などの組織の活用を進めていきたいと考えています。 

 

政策目標３「地域福祉」ですが、地域ケアシステムの構築とあり

ますが、現時点でどのようなことをしているのでしょうか。また、
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●事務局 

 

 

 

○会長 

 

 

 

●事務局 

 

●事務局 

 

 

 

 

 

○会長 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

○委員 

 

 

「高齢者やその家族の支援」とありますが、どのような支援をして

いかれるのか。独居老人が一定数いるということも検討が必要だと

思います。このあたり、どのように考えていますか。 

 

ありがとうございます。詳細な取組みについては、今後、１つ１

つの担当部署からご説明差し上げたいと思います。また、ご指摘を

いただければ、改善していきたいとも考えています。 

 

一旦ここで区切りたいと思います。(3)次期総合計画の策定に向け

たこれまでの取組状況と今後の予定について事務局の方からご説明

を求めたいと思います。 

 

(資料に基づき内容を説明) 

 

この審議会で何をすべきか、ということを補足させていただきま

す。当審議会はゼロから計画を作成するわけではなく、市がワーク

ショップ、アンケート等をもとに素案等を作成しますので、本審議

会ではこの素案を磨き上げていくことが役割であるとお考えくださ

い。 

 

ありがとうございました。ただいま、事務局から資料についての

説明がございましたが、委員の方からご質問、ご意見などあれば、

ご発言いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

一番危惧するのは人口減少です。北会津村と河東町が合併した当

時は人口が 13 万人ほどいました。現在は、そこから２万人減少して

おり、このままでは 10万人を割ると思います。先日、小田原市の話

も伺ったのですが、小田原市も人口減少が進んでおり、また高齢化

率が高く、本市と同様の課題があるようです。ぜひ、次期総合計画

では人口減少対策を盛り込んでいただきたいと思います 

 

まさにそのとおりのご指摘であると思っております。 

 

先ほどの委員同様、防災関係について申し上げたいと思います。

本市は災害が少ないです。私の仕事上、国土交通省と会話をするこ

とがあり、防災庁について話題に上がることもあります。福島県の
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○委員 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

○副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

中心は郡山であるため、そこに防災拠点作るのが良いと考えており

ます。市長には、県の市長会もあるので、各市町に根回しをしてい

ただきたい。 

本市はかつて楽市楽座の賑わいがありました。今から 30 年前は盛ん

であったが、急になくなりました。街の賑わいを生むためには、町

内会が元気になる必要があると思います。 

子どもたちはこじんまりと成長しているように感じます。元気な

子どもたちが出てくるために知恵を出し合う必要があるのではない

でしょうか。 

 

教えていただきたいことが 1点あります。素案はどの時期にお送

りいただけるものでしょうか。また、可能であれば第６次の素案を

提供いただきたいです。 

 

次期総合計画の素案については、庁内各課での作業となるため、

現時点では明確な時期をお伝えできない状況です。第７次総合計画

策定時の素案や策定経緯については、資料のご提供が可能です。 

 

人口減少の問題が一番だとの話がありましたが、全国的な傾向と

して人口が減少しており、人口が増えることは 100％見込めませ

ん。先行き東京も減少する見込みです。今後は、人口が減っても持

続可能なまちづくりをしていく必要があると考えています。当市は

消滅可能性都市といわれているようですが、明確な根拠がありませ

ん。人口が減っても、人が住み続けられる、生活を維持できる取組

みを次期計画には盛り込んでいただきたいと思います。 

防災は国の指針をもとに県と共に会津若松も進めていくのがよい

と考えます。楽市楽座も良い考えですが、それを模すというより、

若い人たちの意見を盛り込んでいくべきであると思います。これか

ら先を見越した意見を出していただければと思います。 

 

町内会、子ども会に入会しない人が増えています。学校教育も問

題児が多いといっては良くないですが、勉強したくてもできない子

がいることは事実です。学校教育環境の改善が必要だと思います。

将来に向けて、子どもだけでなく、お父さま、お母さまへの教育も

必要だと思います。皆さんで知恵を集めてどうにかならないかと思

っています。 
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●市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会長 

 

○委員 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日は日経新聞から膨大なデータの問い合わせがきました。この

問合せの中には、人口減少について、どのように対応するかといっ

たものもありました。当市では人口減少を前提にまちづくりをして

いきますと宣言しています。そもそも、亡くなる方が多く、生まれ

る子どもの数が少ないので、人口は増えません。また、転出も多い

ためおのずと、人口は減少してしまうと考えています。予算に関し

ては、「予算がない」という言い方はしていません。「現時点では予

算はない」と申し上げています。国の補助金や、借入金なども活用

しています。年度末に色々お願いされても、予算はありません。

我々は各種事業に優先順位をつけて行っています。必要な経費を予

算化するために、そしてまちのためになるよう予算を有効に活用し

ています。簡単に「道の駅を持ってきてください」と言われても厳

しいです。市はプレイヤーではありません。市民を支えることはで

きますが、市民がプレイヤーだと思っています。ここに集う委員の

皆さんも一部プレイヤーとして活躍いただきたいと思います。 

 

（市長については、別用務のため退席） 

 

ありがとうございます。 

 

よろしくお願いいたします。総合計画を作られるうえで、不思議

に思っていたものが目標値です。こちらはどういう根拠をベースに

設定しているのか、またどなたが設定なさっているのか教えていた

だきたいと思います。 

 

こちらは市で設定させていただいており、具体的にはそれぞれの

担当課で設定しています。設定の仕方としては、個別のそれぞれの

計画の目標値を設定しているものもありますし、新たに設定してい

るものもあります。根拠は順調に伸びるであろうと比例的に出した

ものもあれば、直接的な影響や効果を設定しているものもありま

す。次期計画では、アウトプットではなくアウトカムな指標を用い

ていければと考えています。具体的例を挙げると、スポーツ施設の

利用者数は、単純に数字が積みあがっているだけなので、アウトプ

ット。学校が好きな生徒の割合は、アウトカム。次期計画では取組

が市民にどういう影響を及ぼしたかというアウトカムに着目して目
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○委員 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

○委員 

 

●事務局 

 

○会長 

 

標値を設定したいと考えています。 

 

会津若松市父母と教師の会連合会会長の立場から、教育や子育て

について意見を申し上げたいと思います。基本的な会議目的は素案

を作るということでありますが、素案を作って終わりではなく、実

施した結果の検証まで関わらせていただきたいと思います。通常の

会社では PDCA サイクルがあります。このうち Pにしか携われないの

はもったいないと思います。 

 

自治基本条例に総合計画に関する事項を定めており、その進行管

理をどうするかについても当該条例にて定めているところでありま

す。具体的には行政評価と第三者評価も行うこととしています。本

日も第三者評価会議を開催したところであり、一般市民に参画いた

だき評価をいただいています。条例に基づき、評価を行っていると

ころでありまして、今後、委員の皆さま方の評価への関わり方につ

いては、検討したいと思います。 

 

自治基本条例の見直しは、現在はどうなっていますか。 

中学校区単位で、親御さん民生委員などが参画し、学校連絡協議

会が設置されています。７次総合計画には入っていませんが、子ど

もを見守るという意味では、少しずつは改善されているように思い

ます。区長会、町内会は高齢化が進んでいます。お日市について

は、会津まつり協会で一部補助を出すようになりましたが問題は人

材であると思っています。昔みたいに賑わいを出すのは難しくなっ

ています。何ごとも担い手の高齢化が問題であると思ってます。 

 

自治基本条例は皆さんのお手元にある計画書 157 から 158 ページ

に全文が掲載されています。なお、当該条例に関しては、具体的に

改正する動きは現在ないところです。 

 

前回の制定は何年前ですか。 

 

約 10 年前です。 

 

それでは、ご質問がないようですので、次に移ります。 

(4)その他ということでありますが、何かご意見はありますか。ま
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○委員 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

○委員 

 

 

○副会長 

 

 

●事務局 

 

 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

○副会長 

 

 

 

た、これまでの議論を踏まえ何かあればご発言をいただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

来年、再来年からの第８次計画が始まるということですが、ただ

10 年間取り組みましたということではなく、途中経過の報告も大事

であると思うので、是非行っていただきたい。 

 

第７次にも令和３年に中間評価をさせていただいています。次期

計画でも何らかの報告をさせていただきたいと思っています。な

お、中間報告についてはホームページにも掲載してあります。 

 

ホームページを見られない人もいるので、別な方法での周知も考

えていただきたい。 

 

コロナ禍で地域経済や人々の暮らしは変わったと思います。この

あたりの対策は第７次の計画に反映されていますか。 

 

計画そのものの見直しは行っておりませんが、現行計画 85ページ

に健康・医療分野に感染症への対策を盛り込んでおり、これに基づ

き、コロナ対策も実施してきたところです。一方で国の方で臨時交

付金などもあったところ、それらを活用して各種施策を展開してお

ります。 

 

景観というところで、遺産相続の放棄で空き家が増えると景観を

損ねるし、危険でもあると思います。市ですべて対応することは難

しいので、役割分担などを次期計画に盛り込んでいただきたいと思

います。 

 

空き家については景観という視点ではなく、住宅という分野で対

策は盛り込んでいます。次期計画でも空き家対策をどの分野に記載

していくか、ご意見を踏まえ検討していきたいと思います。 

 

景観は非常に大事です。東大の松原隆一郎教授の言葉を借りる

と、地方の文化、風土は東京を追いかけることによって疲弊してし

まっている。それを改心させるために、次期計画では景観を重視し

ていただきたい。 
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○委員 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

 

 

 

ただいま空き家の話が出ましたが、景観のことで思ったことが１

つあります。新居はお城の目の前であり、舗道が崩れかかっていま

す。近所の方が市に連絡したところ、居住者の方で補修してくださ

いとの回答があったそうです。ここはあかべえ、はいからさんが通

る道でバス停の目の前です。危険であることに加え、観光客の方が

お見えになる場所ですので、このままで良いのか大変気になったと

ころです。 

 

様々な部署が関係するので、色々考えなくてはいけないと認識し

ました。これから具体的に検討していきたいと思います。 

 

KPI は担当課で設定されたとのことであるが、目標の達成状況に

到達できなかった原因などはお聞かせいただけるものでしょうか。

現実的な目標を設定するのか、それとも、100％を目指さなくてはな

らないのか。次の計画策定では、絵に描いた餅とならないように、

ぜひ担当課からお聞かせいただきたいと思います。 

 

現行計画の総括の機会があるかということであると理解していま

す。追って皆様には何らかの形でお示しさせていただくことを考え

ています。 

 

資料をみて、人づくりの左上の子ども子育ての「子どもの育ちを

支える取組みの推進」について思うことがあります。うちには男の

子が２人いるが、小学校の時に PTA 会長をやってくれと言われたが

断りました。理由は我々子どものころは、草むしりは子どもが行っ

ていたのですが、ところが、現在は保護者がやっているとのことで

す。こういったことは子どもたちにやらせなさいと。そのような体

験をすることで、学ぶこともあると思います。子どもを甘やかしす

ぎるのではないかと思います。見直ししませんかとお伝えしたいで

す。 

 

子どもの数が減っています。亡くなる方が増えている一方、生ま

れる子どもが減っていることが人口減少の要因です。そこを手当し

ていきたいというところが市の考えです。 
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○委員 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

 

○委員 

 

 

 

 

 

 

情報発信のところで、ホームページの話が出ましたが、ハイブリ

ッドで行うことが重要と思います。多様性の情報発信が必要だと思

います。 

 

全国的に子どもが少ない、どのようなことをしたら、どこに住む

かということを親は見ていると思います。また、市として教育を重

要視しているか、ということも保護者は見ていると思います。私に

も孫がいますが、両親も子どもと一緒に学校の大掃除等に取り組ん

でいます。時代が変わってきて、以前は安全な環境でしたが、今は

親と子どもが一緒に活動する必要があります。また、親の飲み会は

非常に大事です。その結果、クラスの風通しがよくなると思いま

す。 

今は自由意志で結婚できるようになりましたが、女性から男性に

積極的にアプローチ出来ません。行政が出会いなど、そういう機会

を創出しないといけないと思います。 

そのほか、道路の件で、色々な部署に跨るとのことでしたが、包

括する部署で頑張っていただきたいと思います。包括する部署はあ

りますでしょうか。 

 

企画政策部となります。 

 

ホームページ関係で、高齢者は追いついていないと思います。紙

と両方で取り組んでいただければと思います。現在、区長会では回

覧板の電子化を進めていこうという話をしています。スマホで流し

ていけば、夫婦どちらかしか回覧をみていないという状況が回避さ

れ、いつでも見ることができます。これも経費が掛かるので、原資

をどうするかと思っております。両方を攻めていきたいと思いま

す。 

 

30 枚目のスライド、令和６年度の主な取組ということで市民意識

調査結果が出ています。地域防災が入っているが、驚きもあります

が納得しました。大きな災害がないけど、何もないと言われていま

す。これから気候変動が想定される中、市民意識が低い。こちらは

市民の方に危機意識を持っていただく、醸成をしていく必要がある

と思います。 
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○会長 

 

●事務局 

事務局から何かありますか。 

 

来年の１月に第２回を開催したいと思います。後日、ご案内しま

す。 

7. 閉会 


